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書
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介
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三
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旧
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−
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神
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岩
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＋
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勝
　
村
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一

　

本

書
の

構
成
と

意
図

　宀
，

あ
と

が

き
」

に

よ

る
と

「

本
書
は

、

こ

の

数
年
間
の

著

者
の

試
行
錯

誤
の

歩
み

を

集
成
し

た

論

集
で

あ
る

」

。

ほ
と

ん

ど

が．
一
〇

〇一、一

年
以

降

の

数
年
間
に

集
中
し

て

書
か

れ

た

論
文
が

、

一．
二

部
に

分
け

て

収
め

ら
れ
て

い

る
。

「

は
じ

め
に
」

と

「

あ
と
が

き
」

を

除
く
全

体
の

構
成
を

以

下
に

示

す。第
一

部

　
旧

約
聖

書
と

哲

学

　

第
…

章

　
イ

サ

ク
献
供

物
語
の

哲
学
的
解
釈

　

　
　
　
　
　
　

　
創
世
記
二

二h
草
の

謎
を

解
く

　

第
二

章

　
受
難
の

逆

接

　

　
　
　
　
　
　

　
第．
．

イ
ザ

ヤ

と

ソ

ク

ラ

テ

ス

を
比
較
し
て

ー

　

第一、一
章
　
旧

約
的
一

神
教
の

再
構
築

　

　
　
　
　
　
　

　
旧
約
学
と

哲
学
と

の

対
話
か

ら

−

第
二

部

　
旧

約
思

想
と

現
代

　

第
四
章
　
旧

約
的
神
理

解
の

現
代

性

　

　
　
　
　
　
　

　
コ

ー

ヘ

レ

ス
、

シ

ェ

ー
ン

ベ

ル

ク、

ユ

ン

グ

　

第
五

章
　
倫
理
の

再
生
へ

　

　
　
　
　
　
II

士
吾

ば
し

い

共
生
の

理
路
を

尋
ね

て

第
三

部
　
預
三
口

者
と

救
済
論

　

第
六

章
　
預
言

者
的
救
済
の

系
譜

　

　
　
　
　
　
　

　
イ
ザ
ヤ

、

第
ニ

イ
ザ

ヤ、

エ

レ

ミ

ヤ

　

第
七

章
　
預
言

者
と

申
命
記
主
義
（

E）
　
　

研
究
史
暼
見

　

第
八

章
　
預
言

者
と

申
命
記
主
義
（

下）

　

　
　
　
　
　
　

　
エ

レ

ミ

ヤ

書
の

場
合

　
八
本
の

論
考
の

持
つ

現
代

的
な

意
味
と

課
題
を、

本
書
の

刊
行
に

あ
た

っ

て

著
者

（

以

後
、

関
根
と

す

る）

自
身
が

問
い

直
し、

こ

れ

ら
が
一

定

の

方

向
性
を

持
つ

こ

と

を

確
認
し

て

い

る

の

が、

「

は

じ

め

に

　
歴

史
学

的
解
釈
と

の

比
較
に

お

け
る

哲
学
的
解
釈
」

で

あ
る

。

こ

れ
は

、

科
研
費

特
定
領
域

研
究
『

古
典
学
の

再
構
築
』

と

の

関
係
で

執
筆
さ

れ

た

小
論
を

書
き

直
し

た

も
の

で

あ
る

が
、

従
来
の

聖
書

解
釈
の

あ
り
方
に

対
し
て

問

題
提
起
を
行
う
も
の

で

あ
る

か

ら、

一

つ

の

重
要
な

論
文
と

み

な
す
こ

と

が

出
来
る

。

近

代
聖

書
学
の

主
流
と

な
っ

て

き

た
の

は
、

本
文

批
判、

文

害
批
判、

伝
承
史、

編
集
史、

様
式
史、

伝

統
史
な

ど

様
々

な

歴

史
学
的

な

方
法
に

規
定
さ
れ

た

解
釈
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な

聖

書
学
の

伝
統
的

な

解
釈
法
に

対
し

て

は、

近

年
様
々

な
方
向
か

ら

の

批
判
が

浴
び
せ

ら
れ
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て

き

た

が
、

関
根
は

そ

の

中
か

ら

特
に

哲
学
的
解

釈
に

注
目
す
る

。

こ

の

立

場
か

ら

は
、

従
来
の

歴
史
的
方

法
に

つ

い

て、

「

匿
名
の

解
釈
者
が
一

般

的
な

方
法
に

の
っ

と
っ

て
、

本
文
の

客

観
的
な

歴
史
的
意

味
規

定
を

す

る

こ

と

な
ど

は
、

そ
も
そ
も

不
可
能
」

で

あ
る

と

断
じ

ら

れ

る
。

い

か

な

る

解
釈
者
も
「

一

定
の

主

観
的
な
先
入

見
を
も
っ

て

本
文
に

対
さ

ざ
る

を

得
」

な
い

の

で

あ
る
か

ら、

解
釈
に

当
た
っ

て

は

「

個
々

の

解
釈

者
の

主

観
的
な
地

平
が
、

ま

ず
自
覚

的
に

明
確
化
さ

れ
る

必
要
」

が

あ
る

。

解
釈

者
と

本
文
と

の

せ

め

ぎ

あ
い

の

中
で

は
、

「

そ

の

都
度
解
釈

者
の

思
想
と

か

ら
み

あ
っ

た

意
味
で

の

思

想
的
な

意
味
規
定
と

し
て

の

解
釈
が

凵
指
さ

れ
ね

ば
な
ら
な
い
」

（
丗）

。

関
根
は

こ

の

よ

う
な

哲
学
的
解
釈
の

立
場
か

ら

の

聖
書
学
批
判
の

意
図
を
汲
み

取
り

な

が

ら

も、

歴

史
学
的
解
釈
と

哲

学
的
解
釈
と

が

相
互

に

敵
対

す
る

関
係
に

あ

る
べ

き

で

は

な

く、

「

む

し

ろ

相
補
的
な

関
係
を

築
く
べ

き
も
の
」

で

あ
る

と

主
張
す

る
。

そ

こ

で

関

根
は

読
み
手
の

「

単
に

勝
手
な

読
み

込
み

に

よ

る

独
善
と

偏
見
」

を

回
避

す
る

た

め

に、

歴
史
的
方
法
を

取
り
入
れ

る

け
れ

ど
も、

自
分
の

目
指
す

方

向
と

し

て

は

「

敢
え
て

哲
学
的
解
釈
学
の

可
能
性
を
自
覚．
的
に

探
る

こ

と

を
、

主
た

る

課
題
と

す

る
」

と

明

言
す
る

（

Xl

．
沌
）

。

こ

の

よ

う
な

課

題
の

下
で
、

本
書
で

扱
わ

れ
て

い

る
テ

ー
マ

は
、

宗
教
と

倫
理
の

関

係、

旧
約
の

預
百

者
の
一

神
教
概
念

、

」

神
教
の

入
格
神
概

念、

贖

罪
思

想
な
ど
で

あ
る
。

　

第
四

章
と

第
五

章
は
、

学
生
や
小

中
学
校
の

教

員
な
ど

の

聴
衆
に

対
す

る

講
演
に

基
づ

い

て

い

る

た

め、

聖

書
テ
ク
ス

ト
の

厳
密
な

解
釈
は

問
題

に

な

っ

て

い

な

い
。

こ

こ

で

は
第
五

章
の

み

を
簡

単
に

紹
介
す
る

。

第
三

章
は
、

本
書
の

副
題
と

の

関
係
か

ら

言
う
と

重
要
な

論
文
に

は

違
い

な

い

が
、

特
に

後
半

部
に

は

他
の

章
と

の

重

複
が

相
当
見
ら
れ

る
。

紙
面
上

の

制
約
も

あ
る

の

で
、

他
の

論
文
と

の

関
連
で

適
宜
取
り

上

げ
る

に

と

ど

め

た
。

な

お
、

各

部
の

冒
頭
に

は、

著
者
白
身
に

よ

る

各
章
の

紹
介
文
が

掲

載
さ

れ

て

い

る
。

　

二

　

第
二

章
と

第
五

章
に

つ

い

て

　

第
二

章
に

は
、

関

根
の

思
想
的
地
平
が

よ

く

表
現
さ

れ
て

お

り、

論
旨

も
明

快
で

あ
る

。

な
お

、

一
，

第
ニ

イ

ザ
ヤ
L

が
、

書
名
（
イ

ザ
ヤ

書
四

〇

〜
五
五

章
）

と

こ

の

文

書
の

著
者
と

こ

こ

に

登

場
す

る

「

僕
」

で

あ
る

匿

名
の

預

言
者
の

三

通
り
の

意
味
で

使
用
さ

れ

て

い

る

た

め
に

分
か

り
に

く

い

所
が

あ
る

。

ま

ず
、

受
難
の

テ

ー

マ

に

関
し
て、

M
・

ウ
ェ

ー
バ

ー
の

「

禍
の

神

義
論
」

と

「

受
難
の

神
義
論
」

を

区
別
す
る

考
え
方
が

紹
介
さ

れ
る

。

重

要
な

の

は

後
者
で

あ

る
。

受
難
の

神

義
論
で

は
、

義
な

る
集
団

イ
ス

ラ

エ

ル

な
い

し
一

人
の

義
人
が

「

不
当
な
苦
難
」

を

受
け
る

こ

と

が

問
題
に

な

る
。

し
か

し、

こ

の

苦

難
は

「

諸
国
民
に

普
遍
的
な

救
済
を

も

た

ら
」

し、

「

苦

難、

悲
惨、

貧

困、

卑
下、

醜
悪
な
ど

」

本
来

負
の

価

値
を

担
う
も
の

を
正
へ

と

転
換
さ

せ

る
。

ウ

ェ

ー
バ

ー

に

よ

る

と

第
ニ

イ

ザ
ヤ

は、

こ

の

よ

う
な

意
味
の

「

唯
｝

真
に

本
格
的
な

神
義
論
を

創
造
し

た
」

の

で

あ
る
。

関
根
は、

ウ

ェ

ー
バ

ー

の

受
難
の

神

義
論
の

意
義
を

高

く

評
価
し

な
が

ら

も、

第
ニ

イ

ザ
ヤ

解
釈
と

し

て

は

二

つ

の

批
判
点
が

見

出
せ

る

と

考
え
る

。

ま
ず、

第
ニ

イ

ザ

ヤ

の

受
難
は、

こ

の

預
言
者
個
人

の

身
に

起
こ

っ

た

実
際
の

出
来
事
な
の

で

あ
っ

て
、

ウ
ェ

ー
バ

ー

は

僕
の

詩
の

巾
に

「

集
団

イ
ス

ラ

エ

ル

の

姿

を

強
く
読
み

込
み

過
ぎ
て

い

る
」

（
四
八

頁）
。

次
に

ウ
ェ

ー
バ

ー

は、
「

，

不
当
な
苦
難
」

と

い

う
点
を

強
調

す
る

が
、

果
た

し

て

こ

れ
が

重
要
な

論
点
な

の

か

ど

う

か

で

あ
る

。

関
根

は、

代
理
贖
罪
の

思
想
こ

そ

が

重
要
だ
と

い

う
。

神
義
論
は、

不

当
な
苦

410（698＞
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書評 と紹介

難
を

負
っ

た

義
人
の

義
が

回
復
さ
れ

る

と

い

う
人

義
論
と

裏
表
の

関
係
に

あ

る
。

問
題
は、

「

こ

の

人
義

論
即

神
義
論
が、

ど

の

時
点
で

成
立

す
る

か

で

あ
る

」

。

つ

ま
り
、

義
人
が

自
分
の

死
の

贖
罪
的
意

味
を

生

前
に

知

っ

て

い

た

の

か
、

そ

れ
と

も
義
人
の

死
後
に

な

っ

て

は

じ

め

て

そ

の

死
の

意
味
が

解

明
さ

れ

た

の

か

と

い

う

問
題
で

あ
る

。

イ
ザ
ヤ

書
五

三

章
を
読

み

解
く
こ

と

に

よ
っ

て

明
ら
か

に

さ

れ

る

の

は
、

苦
難
の

僕
は

ま

っ

た
く

絶
望
し

て

死
ん
だ
こ

と

で

あ
り、

そ
の

贖
罪
的
意
義
が

知
ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

は

彼
の

死
後
で

あ
る

。

こ

の

点
で

は、

十
字
架
h

の

イ

エ

ス

の

死

も

同
じ

で

あ

る
（

五、一
頁）

。

関
根
は

第
ニ

イ

ザ
ヤ

の

〔
そ

し

て

イ
エ

ス

の
）

場

合
の

義
人
の

受
難
の

意
義
を

解
明
す

る

た

め

に
、

ソ

ク

ラ

テ
ス

の

刑
死
の

受

難
と
の

比

較
を

試
み

る
。

両
者
は

「

不
当
な

受
難
」

で

あ
る

点
で

は

共
通
す

る
。

違
い

は

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

『

ニ

コ

マ

コ

ス

倫
理

学
」

の

愛
に

つ

い

て

の

思
索
を
参
照
す
る

と
き

に

明
ら

か

に

な
る

。

ソ

ク

ラ

テ

ス

の

死
は、

通

俗
的
価
値
観
か

ら

見
れ
ば
受
難
で

は

あ
る

が
、

ロ

ゴ

ス

や
ヌ

ー
ス

に

ま
つ

わ
る

善
さ
・

美
し

さ

を

占
用
し

よ

う
と
す
る

善
き

人

に

と
っ

て

は
、

大
い

な
る

美
し

さ

を
自
己

の

た

め

に

選
び

取
る

こ

と

に

他

な

ら
な
い

。

従
っ

て

こ

れ
は

「

受
難
の

エ

ゴ

イ

ズ
ム
」

と

呼
ぶ

べ

き
も

の

で

あ
る

（
五

四

頁
。

第
三

章
の

九
二

頁
以

下
を

も
参

照
）

。

こ

こ

で

ギ
リ

シ

ア
哲

学
と

ヘ

ブ

ラ
イ
ズ
ム

・

キ

リ

ス

ト

教
の

受
難
理

解
の

相
違
が

明
ら

か

に

な
る

。

ソ

ク

ラ
テ
ス

の

死
が

「

善
い

希
望
」

に

満
ち

て

い

る

の

に

対

し
て
、

神
の

僕
の

受
難
は、

苦
難
と

絶
望
の

死
へ

と

落
と

さ

れ

る

こ

と
以

外
の

何
も
の

で

も

な
い

。

し
か

し

同
胞
の

た

め

に

敢
え

て

そ

こ

へ

落
ち
る

こ

と
に

よ
っ

て

エ

ゴ

イ
ズ
ム

は

克
服
さ

れ
る

。

こ

れ

は

次
の

段

階
へ

の

「

起
点
」

と

な

る
。

贖

罪
思

想
が

白
己
追

求
の

エ

ゴ

イ
ズ
ム

か

ら

の

解
放

を

も
た
ら

す
と

同
時
に
、

他
力
宗

教
的
な

逆
転
を
も

引
き

起
こ

す
か

ら
で

あ

る
。

義
人
の

受
難
は、

単
な
る

受
難
に

と

ど

ま

ら
ず、

そ

の

贖
罪
の

意

味
を

知
ら

さ

れ

た

者
た

ち

の

受
難
者
へ

の

帰

依
〔
ド

イ
ツ

語
の
｝

自
コー

ぴq

斗
の）

を

も
た
ら

す
。

以

上
の

よ

う
な

議
論
だ

け
で

は

伝
統
的
な

キ

リ

ス

ト
教
の

贖

罪
の

教
義
が

弁

証
さ

れ

た

に

過
ぎ
な

い

と

も
言
え

る
。

し

か

し
、

関
根
は

同
じ

く
他
力
的

宗
教
で

あ

る

浄
土
真
宗
を
視
野
に

い

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て、

受
難
の

意
味
を
捉
え

直
そ

う

と

す

る。

こ

の

点
に

関
し

て

こ

の

章
で

は

十
分
に

展
開
さ

れ
て

い

な

い

が、

一

神
教
概
念
の

脱
構
築
を

標
榜
す
る

第
三

章
で

は
、

さ

ら
に

進
ん
で

キ
リ
ス

ト

教
の

贖
罪

信
仰
を

「

絶
対
的
自
己
否

定
を

内
に

含
ん
だ

絶
対
者
の
、

象
徴
的
な
一

つ

の

現
わ

れ

に

過

ぎ
な
い
」

と

述
べ

て

い

る
点
が

注
目
さ

れ

る

（

九
九

頁
）

。

　

若
干
の

問
題
点
を

指
摘
し

た

い
。

六
三

頁
に

は

，

阿
弥
陀
仏
の

誓
願
に

す
が

る

易
行

者
L

「

衆
生
の

救
済
の

た

め

に

自
己
を

犠
牲
に

す
る

こ

と

を

願
う
」

弥
陀
の

四

十
八

願
が

取
り
上

げ
ら
れ
る

。

問
題
は

こ

れ

が

聖
書
的

な
受

難
と

ど

う
関

係
す
る

か

で

あ
る
。

念
仏
の

帰
依
者
が

利
己
心
か

ら
解

放
さ

れ
る

と

い

う

論
点
を

認
め

る
と

し
て

も、

阿
弥
陀
仏
は、

第
ニ

イ
ザ

ヤ

（
関
根
は

苦
難
の

僕
と

同
一

視
す

る）

や

イ
エ

ス
、

さ

ら
に

は

ソ

ク
ラ

テ

ス

の

よ

う
な

歴
史
的
人

物
で

は

な

い

か

ら、

直
接
的
に

は

比
較
出
来
な

い

は

ず
で

あ
る

。

も
し
も
歴

史
性
は

重
要
な

問
題
で

は

な
い

と

言
う
の

な

ら
ば、

第
ニ

イ

ザ

ヤ
の

苦
難
の

僕
が、

〈

苦
難
を
受
け

た

イ
ス

ラ
エ

ル

の

民
V

の

比

喩
で

は

な

く、

歴
史

的
人

物
で

あ
る

と

強
調
す
る

関
根
の

主
張

は
、

実
は

ど
ち

ら

で

も
よ

い

よ
う
な

問
題
に

な
る

だ
ろ

う
。

こ

れ
に

関
連

し

て
、

阿
弥

陀

信
仰
と

キ

リ
ス

ト

教
が

比

較
さ

れ
て

い

る

筒
所
（
六
三

頁）

に

お

い

て

は
、

イ
エ

ス

で

は

な
く

て
パ

ウ

ロ

的
な
意
味
で

の

復
活
者

「

キ

リ
ス

ト
」

が

登

場
し

て

く
る

。

こ

れ

に

は

説
明
が

必
要
で

あ
ろ

う
。

な

お
、

「

苦

難
の

僕
」

が

歴
史
的
実
在
で

あ

る

と

主

張
す
る

の

な
ら、

な

（699＞411
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ぜ
こ

の

僕
が

旧

約
テ

ク

ス

ト

に

お

い

て

匿
名
で

あ
る

の

か

も

説
明
さ

れ
な

け

れ
ば
な

ら
な
い

（
ユ

ダ
ヤ

教
は

固
有

名
詞
に

こ

だ
わ

る
か

ら

1）
。

ま

た

大
乗
仏
教
に

お

け
る

「

自
己

犠
牲
」

を
問
題
に

す
る

の

で

あ
れ
ば、

菩

薩
道
が

問
題
に

な

る

で

あ
ろ

う
。

　

第
五

章
で

は
、

倫
理
・

道
徳
の

崩
壊
の

現
実
の

中
で
、

一

方
に

は
、

し

つ

け
や

心
の

教
育
を

声
高
に

叫
ぶ

感

情
論

的
な

厳
罰
主

義
の

立

場
が

あ

り、

他
方
に

は
、

ポ

ス

ト
モ

ダ
ニ

ス

ト

に

よ

る

理

論
的
な

倫
理

相
対
主
義

と

懐
疑
主

義
が

あ
る

と

現
状
が
分

析
さ

れ
る
。

両

者
は

共
に

倫
理
に

つ

い

て

有
効
に

語
る
冒

［

葉
を

失
っ

て

い

る

と

い

う

点
で

失
語

症
に

な
っ

て

い

る

の

だ

が
、

と

り
わ

け

後
者
が

「

倫
理
を

語
れ

ば

支
配
の

構
造
に

巻
き

込
ま

れ

る

こ

と

を
危
惧
す
る

あ
ま

り
」

倫
理
に

つ

い

て

語
る

こ

と

に

腰
が

引
け

て

し

ま
っ

て

沈
黙
し
て

い

る

現
状
は

問
題
で

あ

る
。

こ

の

よ
う
な

状
況
を

克
服
す

る

た

め
に

関
根
は

、

モ

ー
セ

の

十
戒
か

ら

「

殺
す

な
か

れ
」

を
取

り

ヒ
げ
、

こ

れ
に

関
す
る

二

つ

の

解
釈

「

創

造
論
的
な

理
」

と

「

救
済
論

的
な

理
」

に

つ

い

て

語
る
（

＝．一
二

頁
以

下
）

。

な
お、

こ

れ
ら

は

哲

学

的
に

解
釈
さ

れ

て

「

存
在
の

所
与
性
−

と

「

愛
の

無

的
な

磁
場
」

と

言
い

換
え

ら

れ
る

。

次
に

こ

の

よ

う
な

「

二

つ

の

理

の

認

識
に

至
る

七
つ

の

路
」

が

提
案
さ

れ
る
が
、

こ

こ

は

具
体
的
な
教
育
の

現
場
を
意
識
し
て

の

発

言
で

あ
る

。

関
根
の

思
想
や

感

性
が

よ

く
現
わ

れ

て

い

る

の

は
、

「

搦

め

手
・

裏
か

ら
攻
め

て

行
く

」

路
の

部
分
で

あ
る

。

「

法
律
」

を

問

題
に

す
る

箇
所
で

は

J
・

ロ

ッ

ク

の

犯

罪
予

防
の

た

め
の

刑

罰
の

理

論
が

紹
介

さ

れ、

こ

れ

が

評

価
さ

れ

る
。

「

芸
術
」

の

部
分
で

は

オ

ペ

ラ

「
ト

ゥ

ー

ラ

ン

ド

ッ

ト
』

を

例
と

し

て

悲

劇
の

も
つ

カ

タ

ル

シ

ス

の

効
果
が

語
ら

れ

る
。

日
本
の

学
校
教
育
に

お

い

て

は
、

芸

術
の

価
値
が

十
分
に

認
識
さ

れ

て

い

な

い

よ

う
に

思
わ

れ

る

だ

け
に
血

貝

重
な

提
言
で

あ
る

。

　

批
判
を
少
し
述
べ

る
。

評

者
は
ロ

ッ

ク

の

理
論
の

有
効
性
を

あ
る

程
度

は
認
め

る
。

但
し
、

関

根
が

主
張
の
一

つ

の

論
拠
と

し
て

い

る

少

年
法
改

正

の

有
効
性
に

関
し
て

は

閊
題
が

あ

る
。

凶
悪
犯

罪
で

摘
発
さ

れ
た

少
年

の

数
の

統
計
が
、

「

厳
罰
化
が

犯
罪
を
抑
止
す

る

効
果
が

あ
っ

た
」

こ

と

を

証
明
す
る

と

言
う
の

だ
。

こ

の

よ

う

な

統
計
数
が

ど

の

よ

う
に

し

て

算

出
さ

れ
た

の

か

に

つ

い

て

関
根
は

何
の

疑
い

も
抱
い

て

い

な
い

。

評
者
は

社
会

統
計
を

無

批
判
に

は

信
じ

な

い
。

ま

た

少
年
の

自
殺
数
の

変
化
と

か
、

大

麻
事

件
に

見
ら

れ

る

よ

う
な
違
法

薬
物
濫
用
の

実
態
な

ど
、

凶
悪

犯
罪
で

は
な
い

現
象
を

ど

う

見
る

の

か
。

問
題
は

単
純
で

は

な

い
。

ま

た

神
戸
の

酒
鬼

薔
薇
の

児
童

殺
傷
事
件
の

A

犯
人
〉

が
、

実
は

ど

こ

に

で

も

い

そ

う
な

普
通
の

少
年
で

あ
っ

た
こ

と

（
こ

の

裁
判
を

担
当
し

た

野
口

善

國

弁
護
士
に

よ

る）

を

関
根
は

理
解
し

て

い

る

の

だ

ろ

う
か

。

　
三

　
第
三

部
の

三

つ

の

論
文
に

つ

い

て

　

第．
二

部
に

は
、

イ
ザ
ヤ

書
と

エ

レ

ミ

ヤ

書
に

関
す

る

三

つ

の

論
考
が
収

め
ら

れ
て

い

る
。

第
六
章
は

評
者
も

係
わ
っ

た

岩
波
版
旧
約
聖
書
の

完
成

に

当
た
っ

て、

各
書
の

翻
訳
者
が

従
来
の

翻

訳
と

ど

の

よ

う
に

異
な

っ

て

い

る

か

を

確
認
す
る

作
業
の

中
で

執
筆
さ

れ

た

も

の

で

あ
る

。

イ
ザ
ヤ

も

エ

レ

ミ

ヤ
も

長

大
な

文
書
で

あ
る

の

み

か
、

文
学
的
に

も

卓

抜
し

て

お

り、

そ
の

分
難
解
な

箇
所
だ

ら

け

で

あ
る

。

関
根
の

翻
訳
者
と

し

て

の

仕

事
に

対
し
て

ま
ず

敬
意
を

表
し

た

い
。

　

第
六

章
で

は
イ

ザ
ヤ

書
か

ら
六

章
一

三

節、

八
立

早

二

三

節
以

下
、

　一
→

章
一

i
二

節
と

八

−

九
節、

八

章
一

六
節
が

選
ば
れ

て

解
説
さ

れ

る
。

最

初
の

箇
所
は
イ
ザ
ヤ

が

預

言
者
と

し
て

召
命
さ
れ
た

記
事
の

末
尾
に

あ
っ

て、

解
釈
が

因

難
と
さ

れ

て

き
た。

関
根
は
、

将
来
の

王

国
の

滅
亡
に

際
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

書評 と紹介

し

て、

人
々

が

捕
囚
に

遭
い
、

民
の

残
り

の

者
た

ち

も

滅
び
る

申
で

「

イ

ザ
ヤ

の

み

は

〈

そ
の

切
り

株
〉

す

な

わ
ち

弟
子

を、

後
世
に

残
す
」

と

い

う
意
味
が

暗
示
さ

れ
て

い

る
と

解

釈
す
る

。

こ

こ

で

は

預
言
者
イ

ザ
ヤ

が

「

テ

レ

ビ

ン

の

木
」

に

喩
え
ら

れ

て

い

る

こ

と

に

な
る

。

こ

の

よ

う
な、

大
木
や

木
の

「

切
り

株
」

「

根

株
」

「

若

枝
」

「

若

芽
」

な
ど

の

表

現
は、

関
根
が

指
摘
す
る

通
り

王
国
や

メ

シ

ア

と

し

て

の

王
の

比
喩
と

し
て

き

わ

め

て

重
要
な
も

の

で

あ
る
（
エ

レ

ミ

ヤ

書
の

例
と
し
て

は
一

八
六
頁
以
下

参
照）

。

問
題
は

同
じ

比
喩
が

、

イ
ザ

ヤ

と

そ

の

弟
子
た
ち

に

も

適
用
さ

れ
て

い

る

と

解
釈
す
る

点
に

あ

る
。

同
じ

比
喩
が

第
ニ

イ

ザ
ヤ

の

末
尾

（
五

五
・

＝
二
）

に

も

現
わ
れ

る

こ

と
に

関
根
は
注

目
し

、

第
ニ

イ
ザ
ヤ

の

ヤ

ハ

ウ
ェ

の

僕
が

イ

ザ

ヤ

の

遺
志
を

継
ぐ

と

い

う
イ

ザ
ヤ

書
全
体
の

編

集
者
の

思

想
が

こ

こ

に

も

表

明
さ

れ
て

い

る

と

す
る
。

八

章
一

六

節
の

「

わ

が

教
え
を

受
け
た

者
た

ち
」

が

イ
ザ
ヤ

の

弟
子
グ
ル

ー
プ

を
指
す
と

の

解
釈

二

七
五

頁
）

も

こ

れ

と

関
係
す
る

。

こ

の

よ
う
な

解
釈
は

啓
発

的
で

あ
る

が
、

、

層
の

精
査
を

要
す
る

。

　

以
下
に

批

判
点
を

述
べ

る
。

九
章
五

節

後
半
は

、

議
論
の

多
い

箇
所
で

あ
る

が

岩
波

版
に

は

注
が

付
け

ら

れ
て

お

ら
ず

、

本
書
で

も
訳

文
が

省
略

さ
れ
て

い

る
。

こ

こ

は

ヴ

ィ

ル

ド

ベ

ル

ガ

ー
（
一

閏゜
ぐ
く
自
α

σ
Φ

同

鋤qOh

）

が

正

の

理

念
に

関
し
て

エ

ジ

プ

ト

か

ら

の

思
想
的
影

響
を

指
摘
し
て

い

る

重

要

な

箇
所
で

あ
る

か

ら

全

然
論
じ

な

い

わ

け

に

は

行
か

な

い

は

ず
で

あ
る

（
拙
論
「

古

代
エ

ジ

プ

ト
と

聖

書

　
　
知
恵

文

学
の

比
較
を

中
心
と

し

て
」

『

キ

リ
ス

ト

教
論
藻
」

第
三

九
号、

二

〇
〇
八

年
七

頁
以
下
参．
照）

。

第
ニ

イ

ザ

ヤ

の

五

二

章
一

三

節
の

関
根
が

「

得
心
し

て
」

と
訳
し

て

い

る

動
詞
は、

知

恵
文
学
と

の

関
係
が
深
い

。

こ

の

動
詞
の

ヒ

フ

ィ

ル

形
の

用

例
を
一

般

的
に

「

知
的
な

理

解
と

関
わ

る
」

（

一

七
七

頁）

と

し

て

ま

と

め
る

こ

と

は

誤
解
を

招
く

。

箴
言
な

ど

の

言
う
知
恵
は

ど

こ

ま

で

も
実
践

的
な
知
で

あ
っ

て
、

特
に

こ

の

動
詞
の

場
合
は

「

悟
ら
せ

る
」

の

よ

う
な

訳

語
の

場
合
で

も

「

成
功
」

の

概
念
と

は

分
離
す

る

こ

と

が
出

来
な
い

。

同

様
の

問
題
は

「

ヤ

ハ

ウ
ェ

を

め

ぐ
る

知
見
」

（

二
・

九
）

と

訳
さ

れ

て

い

る

箇
所
に

も
あ

る
。

こ

れ

は

二

節
の

「

ヤ

ハ

ウ
ェ

を

知
っ

て

畏
れ

る
」

と

対
応
関
係
に

あ

る
。

一
．

節
に

出
て

く
る

「

知
恵
」

「

認

識
」

「

思

慮
」

「

勇
気
」

は、

す
べ

て

王

が

政
治
的
実
践
の

中
で

発

揮
す

べ

き

能
力

と

関
係
し
て

い

る

（
政
治

的
知

恵
に

つ

い

て

語
る

箴
言
八

章

＝
冖
節
以
下

の

岩
波
版
の

拙

訳
参
照）
。

関

根
が

こ

の

点
を

理
解
し
て

い

る

よ

う
に

は

読
め

な

い
。

こ

の

こ

と

は
一

七
二

頁
の

引
用
文
が

社
会
正

義
の

実
現
に

関

係
す

る

三

節
以

下
を

省
略
し
て

い

る

こ

と

に

も
示
さ

れ
て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

終
末
に

お

け

る

理
想
の

王

が、

ど

の

よ

う
な

意
味
で

理

想
を

実
現
す

る

こ

と

に

な
る

と

イ

ザ
ヤ

が

考
え
て

い

た
の

か
、

そ

の

理
念
に

は

問
題
が

な
い

の

か

　

例
え
ば

本
書
七

〇

頁
以
下
で

問
題
視
さ

れ
た

「

略
奪
主

義
」

の

よ

う
な

ー、
そ

の

こ

と

を
改
め

て

検
証
す
る

必
要
が
あ
ろ

う
。

　

第
七

章
で

は、

預
言

書
の

研
究
者
を

悩
ま

し

て

き

た

大
き

な

問
題、

−

申
命
記
的
編

集
」

に

関
す
る

研
究
史
が

簡
潔
に

ま

と

め

ら

れ

て

い

る
。

い

わ

ゆ

る

中
命
記
史

書
や

申
命
記
史
家
に

関
し

て

は
、

わ

が

国
で

は

山
我

哲
雄
な
ど
に

よ

っ

て

論
じ
ら

れ

て

き

た

が
、

こ

の

よ

う
な
観
点
か

ら
の

預

言
書
に

関
す
る

総
覧

的
な

研
究
史
の

叙
述
は、

わ

が

国
で

は

こ

れ
が

最
初

の

も
の

で

あ
ろ

う
。

第
三

部
全

体
と

の

係
わ

り

で

見
る

と
、

こ

の

章
の

研

究
史
は

特
に

エ

レ

ミ

ヤ

書
の

部
分
が

重

要
で

あ
っ

て
、

第
六
章
の

後
半
と

第
八

章
全

体
と

緊
密
に

繋
が
っ

て

い

る
。

そ

こ

で
エ

レ

ミ

ヤ

書
研
究
に

関

し

て
、

以

下
に

ま

と

め
て

述
べ

る

こ

と

に

す
る

。

関
根
の

主
要
な
関
心
が

ど

こ

に

あ
る

か

は
、

第
八

章
の

冒
頭
で

「

真
贋
問
題
」

を
論
じ

て

い

る

こ
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と

か

ら

窺
い

知
る

こ

と
が

出

来
よ
う
（
二

＝
二

頁
以

下
）

。

我
々

が

現
在

手
に

し

て

い

る

エ

レ

ミ

ヤ

書
の

テ

ク
ス

ト

に

は、

後
代
の

編
集

者
で

あ
る

申
命
記

史
家
の

筆
が

混
入
し
て

い

る
た
め

に

（

そ

れ

も

エ

レ

ミ

ヤ

書
の

場

合
は

大

規
模
に）
、

本

来
の

預

言
者
の

思
想
を

そ

こ

か

ら

読
み

取
る

こ

と

が

困
難
に

な
っ

て

い

る

と

さ
れ

る
。

従
来
の

編
集
史

的
研
究
で

は

預

言
書

か

ら
編

集
者
の

手
に

な

る
と

判
断
さ

れ

る

部
分
を

摘
出
し
、

そ

の

編

集
の

意
図
を
解
明
す
る

こ

と

に

焦

点
が

合
わ

せ

ら

れ

て

き

た
。

関
根
は

編
集
層

を

い

わ
ば
剥
ぎ

取
っ

た

後
の

「

エ

レ

ミ

ヤ

の

真
正

部
分
」

に

注
目
し
、

そ

こ

か

ら
エ

レ

ミ

ヤ

固
有
の

思
想
を

読
み

取
ろ

う
と

す
る

。

関
根
は

こ

の

目

標
の

た

め
に
、

ま

ず
エ

レ

ミ

ヤ

書
の

編
集
を
め

ぐ
る

様
々

な

学
説
を

検
討

す

る

こ

と

か

ら
始
め
、

そ

の

中
か

ら
W
・

テ

ィ

ー
ル

の

学
説
を

最
も

高
く

評
価
す
る。

テ

ィ

ー

ル

に

よ

る

と
、

　

〜
四

五

章
の

編

集
者
は

申
命
記
史

書
を

前
提
に

し

て

い

る

と

い

う
。

両
者
の

間
に

同
じ

語
彙
や．
言
い

回
し
が

頻

出
す
る

の

は
、

申
命
記
史
書
の

著
者
な
い

し

編
集
者
と

同
一

の

思

想
を

も
つ

者
が

エ

レ

ミ

ヤ

書
を

編
集
し

た

か

ら
で

あ
る

と

説
明
さ
れ
る

。

関
根

は
、

テ

ィ

ー

ル

説
に

対
し

て

唱
え

ら

れ
て

き

た

様
々

な
問
題
点
を

詳
細
に

検

討
し
て

い

る

が

（

例
え
ば
「

雪
達
磨
式
編
集
」

と

呼
ば

れ
て

い

る

も
の

な
ど

）

、

中

命
記
史
家
の

神
学
な
い

し

思
想
と

の

対
比
に

お

い

て
、

エ

レ

ミ

ヤ
の

真
正

部
分
か

ら

エ

レ

ミ

ヤ

固
有
の

思
想
を

読
み

取
る

作
業
を
遂

行

す

る
た

め

に

は

大
き
な

問
題
は

な
い

と

判
断
し

て

い

る
。

両
者
の

思
想
の

対
比
は

、

、
一
二

〇
頁
以

下
に

示
さ
れ
て

い

る
。

考
察
は

こ

こ

か

ら

さ

ら
に

進
め

ら

れ
、

そ

の

真
正

性
に

関
し
て

繰
り
返
し

論
じ
ら

れ

て

き

た
ゴ

＝

章

三
一

節
以

下
の

「

新
し
い

契
約
」

の

預

言
の

解
釈
に

向
か

う
。

関
根
は

こ

の

筒
所
を
エ

レ

ミ

ヤ
の

真
正

預
言
で

あ
る

と

し
、

イ
ス

ラ

エ

ル

の

民
の

罪

の

深
さ

に

絶

望
し

た

預

言

者
が

最
後
に

行
き

着
い

た

思
想、

「

希
望
の

道

筋
を

集
約
的
に

示

し
た
」

（
二

三

五

頁）

も
の

と

し

て

そ
の

意

義
に

つ

い

て

語
る

。

　

評
者
は

こ

の

よ

う
な
エ

レ

ミ

ヤ

書
の

扱
い

方
に

関
し
て

は、

き

わ
め

て

懐
疑

的
で

あ
る

か

ら
、

批
判
点
は

多
く

あ

る

が、

こ

こ

で

は

重
要
な
点
を

簡

潔
に

述
べ

た

い

（
但
し
、

新
し
い

契
約
が

エ

レ

ミ

ヤ

独
自
の

思
想
で

あ

る
と

見
る

点
で

は

関
根
と

同
じ）

。

ま
ず
テ

ィ

ー
ル

説
は、

見
か

け

上

の

「

申
命
記
的
用

語
や

語
句
」

を

編
集
者
の

筆
に

帰
す

る

が
、

エ

レ

ミ

ヤ

は

申
命
記

改
革
が

断
行
さ

れ

た

時
代
に

生
き

て

い

た
の

で

あ
る

か

ら
、

エ

レ

ミ

ヤ

が

同
時
代
に

さ

か

ん

に

使
わ

れ

て

い

た

用
語
や

表
現
を
使
用
す
る

こ

と

に

は

何
の

不
思

議
も

な

い
。

エ

レ

ミ

ヤ

は、

何
よ

り
も
ま
ず
政
治
的
に

行
動
し

た

人
物
で

あ
っ

た
、

そ

れ

も
王

権
に

よ
る

弾
圧
を

引
き

起
こ

す
程

に

先

鋭
的
な
政
治
的

活
動
家
だ
っ

た
の

で

あ
る

か

ら
、

そ

の

生
き

て

い

た

時
代
に

特
有
の

こ

と
ば
で

語
っ

た

に

違
い

な
い

の

だ
。

実
は

こ

こ

に

こ

そ

エ

レ

ミ

ヤ

書
を
扱
う

場
合
の

方
法
論
ヒ

の

困
難
が

存
在
す
る

の

で

あ
る

。

こ

の

預
言
者
は
、

皮
肉
な
口

調
で

論
敵
の

使
っ

て

い

る

表
現
を

わ

ざ
と

用

い

た
の

か

も
知
れ
な

い
。

本
書
で

「

ケ

ー

ス
・

ス

タ

デ
ィ

ー

と

な

る

典
型

的
な
一

箇
所
」

と

さ

れ
て

い

る

七
章
二
一

−一
．

六

節
に

関
し

て、

関
根
は

テ

ィ

ー

ル

説
で

は

う
ま
く
説
明
出
来
な

い

こ

と

に

気

付
い

て

い

る

が

（
］

八
八

頁

以
下）

、

こ

れ

は

も
と

も

と

き

わ

め

て

エ

レ

ミ

ヤ

的
な
語
り
な

の

で

は

な

い

か

（
そ

う
だ

と

す

る

と

こ

の

よ

う
な

散
文
を

誰
が

書
い

た
の

か
、

あ
る

い

は

伝
承
し
た

の

か

が

問
題
に

な
る

が

…

…）
。

こ

の

よ
う
に

解
釈
し
た

方
が、

こ

の

箇
所
の

新
し

い

契
約
と

の

対
応
関
係
も

鮮
明
に

な

ろ

う
。

関
根
に

は

エ

レ

ミ

ヤ

が

最
初
か

ら

政
治
的
人
物
に

は

見
え

な

い

の

で

あ
ろ

う
か、

こ

の

預
言
者
の

迫
害
物
語
に

つ

い

て

は

ほ

と

ん

ど

語
ら
な

い

の

で

あ
る

（
第
二

章
で

受
難
に

つ

い

て

語
っ

た
だ

け
に

特
筆
さ

れ

る）
。
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書評 と紹介

細
か

い

議
論
に

な

る

が、

「

執

り
成
し
」

の

扱
い

方
（
二

二

三

頁）

に

は

疑
問
が

残
る

。

評
者
に

は

エ

レ

ミ

ヤ

が

神
に

よ

っ

て

民
へ

の

執
り

成
し

を

禁
じ

ら
れ

た

こ

と
が

重

要
だ
と

考
え

る

か

ら
で

あ
る

（

七
章
一

六

節

以

下
）

。

ま

た

「

原
罪
」

の

よ

う
な

教
義
学
的

用
語
は

エ

レ

ミ

ヤ

に

は

な
じ

ま

な
い

と

思
う
が
ど
う
で

あ．
ろ

う

か

　（
一

三

章
二

三

節
の

皮

肉
な

語
り

口

に

注
意）
。

　

四

　

第
［

章
の

創
世
記
一
＝
一

章
の

「

哲
学
的
解
釈
」

に

つ

い

て

　

本
書
の

冒
頭
に

こ

の

論

文
が

置
か

れ
て

い

る

こ

と

か

ら
も
分
か

る

よ

う

に
、

創
世
記
二

二

章
を
取
り

上
げ
る

こ

と
は、

旧
約
の

哲
学

的
解

釈
と
い

う

課
題
に

相
応
し
い

も

の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は

紙
面
上
の

制

約
か

ら
、

論

文
を

要
約
す
る

の

は
不
可

能
で

あ
る

こ

と

を
こ

と

わ
っ

た
上
で

粗

筋
を
述

べ

る
。

創

世

記
の

物
語
は

、

神
が

子

殺
し

を

父

親
の

ア
ブ
ラ

ハ

ム

に

命

じ、

そ

れ

に

ア

ブ
ラ

ハ

ム

が

服
従
し

た

よ

う
に

読
め

る

た
め

に

「

非
倫
理

性
」

が

問
題
と

さ

れ
て

き

た。

カ

ン

ト

や

キ
ル

ケ
ゴ

ー

ル

な

ど

の

哲
学

者

の

解

釈
は

こ

の

よ

う
な

線
に

沿
う
も

の

で

あ
る

。

関
根
は

キ

ル

ケ

ゴ

ー
ル

の

解

釈
の

評
価
か

ら

は

じ

め

て
、

こ

れ

に

対
す
る

旧
約
学
者
ヴ
ェ

ス

タ

ー

マ

ン

に

よ
る

批
判、

さ

ら

に

カ

ン

ト、

ブ

ー
バ

ー、

レ

ヴ

ィ

ナ

ス
、

デ

リ

ダ、

宮
本
久

雄
の

解
釈
へ

と

進
む

。

以
上
の

よ
う
な
思

想
家
た

ち

の

解
釈

を
紹
介
し
つ

つ
、

こ

れ

に

批
判
を
加
え
て

い

る
こ

の

論
文
の

前
半
部
だ

け

で

も
一

読
の

価
値
は
あ
る
。

但
し

、

「

2
・

6
　
批

判

的
小

括
」

で

論
じ

ら
れ

て

い

る、
一
二

章
八

節
の

解
釈
に

関
し

て

は
、

評

者
は
「

論
理
の

中

断
」

（
有
賀
鐵
太

郎）

や
「

期

待
」

な

い

し

「

備
え

」

と

「

成
就
」

の

観

点
か

ら

論
じ

た

こ

と
が
あ
り

、

関
根
の

疑
問
に

対
す
る

解
答
と

も
な
っ

て

い

る

こ

と

を

記
し

て

お

く
（
拙
論
「

新
し
い

現
実
」

『

キ

リ
ス

ト
教
論
藻
』

第
一

五

号
、

一

九
八

二

年
、

二

ニ

ー
四
四

頁
。

な
お

評
者
の

解
釈
は

レ

ヴ

ィ

ナ
ス

に

近
い
）

。

二

二

章
八

節
に

関

連
し

て
、

こ

の

物
語
に

お

け

る

「

沈
黙
」

は

重
要
で

あ
っ

て
、

こ

こ

に

「

希
望
の

予
感
」

は
読
み

取
る

べ

き

で

は

な
い

と
す
る

関
根
の

判
断
は
正
し
い

。

な
お

宮
本
批
判
と

の

関
係

で、

こ

の

物
語
に

お

い

て

イ

サ

ク

は
「

飽
く
ま

で

副
次
的
」

と

す
る

関
根

の

判
断
は

、

十
分
に

理

解
で

き

る

が
、

ユ

ダ
ヤ

教
の

側
か

ら

の

解
釈
の

伝

統
に

お

い

て

は
断
じ
て

そ

う
で

は

な
い

こ

と

を

指
摘
し

て

お

く
。

こ

の

論

文
の

特
徴
は
、

絶
対
矛

盾
的
自
己

同
一

の

場
所
的
論
理

と

い

う
視
座
か

ら

の

西
田

幾
多
郎
の

解
釈
を

積
極
的
に

評
価
し

て

い

る

点
に

あ
る

（
二

七
−

三

二

頁）
。

こ

の

部
分
の

へ

た

な
要

約
は
し

な
い

方
が

よ
い

だ

ろ

う
。

「

4

結
論
」

で

は
、

こ

の

物
語
の

冒
頭
で

「

物
語
作
者
が

こ

の

テ

ク

ス

ト

に

お

い

て、

こ

う

神
に

語
り
か

け
さ

せ

た

の

で

あ

る
」

と

い

う

事
実
に

帰
っ

て

再
度
旧

約
テ

ク

ス

ト
に

戻
る

。

こ

こ

で

関
根
は

旧
約
神
学
の

立
場
か

ら

の

フ

ォ

ン

・

ラ

ー
ト

の

解
釈、

つ

ま
り、

神
は

し
ば
し
ば
自
己
矛
盾
を
起
こ

す、

そ

し
て

こ

の

こ

と

に

よ
っ

て

信
仰
者
に

試
練
を
与
え
る

と

い

う
解
釈

に

注
目
す
る

。

（
な
お、

こ

の

よ

う
な

解
釈
は

ラ

ー

ト

が

最
初
で

は

な
く、

J
・

カ

ル

バ

ン

に

遡
る

。

彼
の

場

合
は
、

「

神
の

こ

と

ば

が、

神
の

こ

と

ば
に

矛

盾
す
る
」

と

い

う
言
い

方
だ

が
〉

。

こ

こ

で

関

根
は、

ラ

ー

ト
の

歴
史
学

的
・

神

学
的

解
釈
を

西

田

哲
学
か

ら

再
解
釈
す

る

こ

と

に

よ

っ

て、

「

極
悪
に

ま

で

下
る

、

真
に

内
在
的
な

神
」

を

発
見

す
る

。

な

お、

二

二

章
一

四

節
の

「

見
る
」

と

「

見
ら
れ
る
」

の

関
係
（

三

九
頁）

に

つ

い

て

も

評
者
は、

「

エ

マ

オ

の

キ

リ

ス

ト

の

物
語
」

や
「

梁

塵
秘

抄
」

二

六
と

関
連
付
け
て

先
の

拙
論
で

述
べ

た

こ

と

が

あ
る

．

　
一

言
感
想
を
述
べ

る
。

関
根
の

解
釈
に

は
、

多
少
心
理

学
的
な
傾
向
が

認
め
ら
れ

る
。

こ

れ
は

評
者
に

は

セ

ン

チ

メ

ン

タ

ル

に

思
わ

れ

る
ヨ

セ

フ
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ス

の

解
釈
を

評
価
し

て

い

る

こ

と

に

も
現
わ

れ

て

い

る

よ

う
だ
。

関
根
が

ユ

ダ
ヤ

教
に

お

い

て

重
要
な

意
義
を

も
つ

「

ア

ケ

ダ
ー

の

神
学
」

に

は
ま

っ

た

く
関
心
を

払
っ

て

い

な
い

こ

と

は、

ユ

ダ
ヤ

思
想
の

研
究
者
で

も
あ

る

評

者
に

は、

残
念
で

あ
る

。

そ

こ

に

は

ユ

ダ

ヤ

教
の

贖
罪
論
が

見
ら
れ

る

か

ら
で

あ
る

（
拙
論

天

ア

ブ
ラ

ハ

ム

の

試
練
〉 、

そ
の

解
釈
史
の
一

断

面
」

『

人

文
学
報
』

第
六
三

号
、

一

九
八

九

年
、

二

八

頁
以
下）

。

佐

藤
弘
夫

著

『

死
者
の

ゆ

く

え
』

　
　
　
岩
田

書
院

　
二

〇
〇
八

年
三

月
団

A5

判
　
二

四

九
頁

　
二

八

〇
〇
円
＋

税

416（704）
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関

　
沢

　
ま

ゆ

み

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

　

本
書
は

、

日
本
思
想

史
を
専
門
と

す
る

著
者
が

、

死
を

め

ぐ
る

観
念
の

変
化
に

つ

い

て

古
代
か

ら
中
世、

近
世
そ

し

て

近
代
へ

と

通
史
的
な
追

跡

を

試
み

た

も

の

で

あ
る。

構
成
は
、

序
草
「

死
の

精
神
史
へ

1
方
法
と

視

座
．
…

」 、

第
一

章
「

風

葬
の

光
景
」 、

第
二

章

「

カ

ミ

と

な

る

死

者
」

、

第

三

章
「

納
骨
す
る

人
々
」 、

第
四

章
「

拡
散
す
る

霊
場
」 、

第
五
章

］

打
ち

割
ら
れ
た

板
碑
」 、

終
章

「

死
の

精
神
史
か

ら
」

、

か

ら

な
っ

て

い

る
。

読

後
の

率
直
な

感
想
は

二

つ

の

相
反
す

る

も

の

で

あ
っ

た
。

第
一

は
、

著
者

の

専
門
分
野
と

思
わ

れ

る

中
世
の

納
骨
信
仰
を
め

ぐ
る

考
察
の

精
密
さ

に

対
す
る

高
い

評
価
で

あ
る

。

た

と

え
ば、

第
三

章
の

十
二

世
紀
以

降
の

納

骨
信
仰
の

流
行
に

つ

い

て

の

論

考
で、

浄
土
往
生
を
希
求
し

た

人
々

に

と

っ

て

「

華

迹
」

へ

の

結
縁
こ

そ

が
重
要
で

あ
り、

そ
の

垂

迹
は

従
来
の

本

地
垂
迹

説
の

説
く
よ

う
な
日

本
の

神
々

だ
け
で

な

く
、

聖

徳
太
子

や
伝
教

大

師
、

弘
法
大
師
な

ど
の

聖
人
や
祖

師、

ま

た

仏
舎
利
や

法

舎
利
を
も
含

む

幅
広
い

も

の

で

あ
り、

そ
の

よ

う
な
視
点
か

ら

納
骨
の

場
と

し
て

の

霊

山
霊
場
の

形
成
や

経
塚
の

流
行
を
も

視
野
に

入
れ

た

中
世
の

納
骨
信
仰
の

展

開
世
界
を

解
明
し

て

い

る

点
は

た

い

へ

ん

貴
重
な

研
究
成
果
で

あ

る

と


